
はじめに
金沢市では、2019年9月に青少年活動拠点「長土

塀青少年交流センター」が設置され、この施設を拠点
として高校生から30歳までの青少年を対象に金沢
市についての理解を深め、次世代としての地域創生
に寄与する人材育成をめざす「かなざわユースプロ
ジェクト」事業（金沢市教育委員会生涯学習課主管）
が実施されている。本年度も、この活動には、人間科
学部池田ゼミナール16名のメンバーを中心に高校
生、他大学学生、社会人22名が所属している。

活動内容
本年度は、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）

により、地域社会での様々な活動が中止または規制
される状況の下で、全般は遠隔（zoom）を活用しなが
ら、図のとおり実施した。

前半は、ウイルス感染防止上、大学指針に基づき対
面での活動は不可であったため、急遽、遠隔（zoom）
活用による大学新1年生を対象とした「かなざわフ

リートーク」を実施した。対面での入学式や前期授
業も実施されず不安を抱いている金沢市内の大学

新入生を対象にユースプロジェクトメンバー及びア
ドバイザー大学教員が遠隔でフリートークし、遠隔
交流を通して対象学生の不安を和らげる一助となっ
た。青少年団体とのオンライン交流会では、市内での
青少年団体の関連活動についての情報共有や意見交
換がなされ、10月11日に実施された「長土塀絆交流

フェスティバル」〔長土塀青少年交流センター〕の運
営サポートを行った。また、金沢市の身近な自然環境
を活かし、野外活動の基礎や子どもたちとの接し方
についても学びながら、野外活動実践として、実際に
野外活動体験や子どもたち、親子の活動サポートも
行った。最後にプレゼンテーション能力 UP 講座と
して、講師のフリーアナウンサー横田幸子氏から人
との接し方や自己表現方法などについて学んだ。

成果、結果の考察
この活動は、次世代人材育成及び地域活性化に向

けたものであり、プロジェクトメンバーにとっては、
地域での諸活動に実践的に参画し、行政担当者や子
どもたちとの交流を通して、企画、運営に深く関わる
ことができ、コミュニケーション力や主体的実践力
が促進されたものと考えられる。

今後の課題、展望
本年度は、コロナ禍により活動が規制されたが、来

年度は、より多様なメンバー参加との活動を通して、
更なる青少年教育推進が期待される。
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